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ATMや光ファイパーを利用した高速通信網の構築に伴い，マルチメディア・マルチユーザ

アプリケーションの実用化がますます現実的になっている.本稿では.高度なマルチメディ

ア・マルチユーザアプリケーションシステムを実現するためのサーピス制御方式について検

討する.特に.広帯域通信網という観点から高度なサーピス制御を行うための呼モデルを提

案する.本モデJレでは，サーピスのカスタマイズ化や高度なサーピスの実現のためにB-ISDN

にインテリジェントネットワーク側)を導入する.そして，主に呼/コネクション/メディア

制御に注目し，マルチメディア・マルチユーザの環境におけるユーザとサーピス提供者の聞

の動的割当を可能とする呼モデルを定義する.このモデルではユーザがより自由度の高い呼

の制御を行うことができ，また呼の全体的な状態モデルを明確に表すことができる.

1 .はじめに

近年ATM(非同期転送モード}や光ファイパーを

利用した高速通信網の構築に伴い.マルチメディ

ア・マルチユーザアプリケーションの実用化がま

すます現知9になっている.例えば，複数のメディ

アを使って複数の相手と情報の授受を行なうこと

ができるコンピュータペース会蟻システムや，地

理的に腫れた人々が同ーのプロジェクトに取り組

んで仕事をすることができる CSCW(Computer

Supponed Cooperative Work)システムなどがある.

一方，このようなアプリケーションを利用する

ユーザ伺は通信サーピスの迅速化.多種多様化，

個別化，高度化などを要求している.すなわち，

従来の一対ーの通信だけではなく，分配型，会議

型通信などマルチパーティ通信サービスや複数の

メディアを自由に組み合わせることができるサー

ピス.また.会議サーピスを実行しながらデータ

ペースの検索を行うような複数のタイプの異なる

サーピスを同時に利用できることなどが求められ
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ている.また，通信中にサービス機能の追加/削

除.メンバの追加/削除，メディアの変更/追加

/削除などを行う時も，呼，パーティ，コネクショ

ンオーナなどを意識せずに希望するメンバから制

御したいという要求がある.

このような要求に答えるために，現在，マルチ

メディア・マルチユーザアプリケーションを支援

する通信システムのプロトコルに関する研究が活

発に行われている.また. rru-T. ATMフォー

ラム， DA VIC (Digital Audio VisuaJ Council)などで

も活発な議論が進められている.特に， πU-Tで

はマルチメディア通信サーピスの定義やその規定

についてサーピスを使うユーザの観点，サーピス

を提供する通信網の観点，さらにそのサーピスを

実現するための網を制御する信号方式の観点から

標準化の検討を進めている.

本稿では.サーピスを提供する通信網の観点か

ら，上で述べたユーザの要求を満たす高度なサー

ピスを実現するためのサーピス制御方式について

検討し，これを実現するための呼モデルを提案す

る.このモデルは.ユーザの要求にきめ細かく対

応するカスタマイズ化を達成することができるイ

ンテリジェントネットワーク但喝聞の概念，およ

びより多くのアプリケーションを分散処理環境の

上で効率的に実行させるために宥効なオブジェク



ト指向の概念に基づいている.

なお，このモデルで呼とは，マルチメディア・

マルチユーザの環境の上で主に呼/コネクション

/メディア制御に注目したユーザとサービス提供

者の問の動的割当と定義する.このモデルでは.

ユーザがサーピス制御要素を用いて呼の動的振る

舞いを制御可能になる.

以下.2章ではマルチメディア・マルチユーザ

通信サービスの要求条件およびINの概念モデルに

ついて述べ.本稿で提案する呼モデルの枠組みを

与えるためのマルチメディアサーピスアーキテク

チャについて検討する. 3準では上で述べた要求

を満たすための実現モデルについて検討する.そ

して2章で検討したサーピスアーキテクチャに基

づいた高度なマルチメディア・マルチユーザ通信

サーピスを実現するための呼モデルを提案する.

4章では，上で提案した呼モデルを簡単なマルチ

メディア会議システムに適用した例を示す.

2. マルチメディア・マルチユーザ

通信サービス

マルチメディア・マルチユーザ通信サービスと

いうのは，映像，音声.静止聞やデータなど被数

のメディアを用いて.複数の相手または複数のマ

シンと情報の授受を行なうことができるサービス

である.そのようなサービスには.1V会議のよ

うなエンド・エンド形の双方向リアルタイム通信

である対話型.情報検索のようなセンタ・エンド

形の検索砥マルチメディアメールなどのメッセー

ジ型.オン・デマンド形の分配型などのサービス

形態がある.

このような通信サーピスは.そのサーピスを使

うユーザの観点，サーピスを提供する通信網の観

点，さらにそのサーピスを実現するための網を制

御する信号方式の観点などからそれぞれサービス

アーキテクチャおよびサーピスを定義することが

できる.

本稿では，特にサーピス提供者である通信網の

観点からマルチメディア・マルチユーザ通信サー

ビスを定義し.それらを動的に制御するための呼

モデルについて検討する.

以下，まずマルチメディア・マルチユーザ通信

サービスに対する要求を整理する.そして，この

ような要求を満たすために.闘のプラットフォー

ムの上でマルチメディアサーピスアーキテクチャ

を検討し，その上でサービスをどのように定義す

るかについて検討する.

2.1 マルチメディア・マルチユーザ

サービスの要求条件

本稿では.マルチパーテイ・マルチコネクショ

ンサービスを対象にする.このような通信サービ

スを実際に利用するユーザ側の要求条件としては.

以下のようなものが考えられる.

(1)単一のメディアだけではなし複数のメディア

を自由に組み合わせることができる.

(2)1:]の通信サービスだけではなく. l:nの分配型，

n:nの会議型サービスなどのマルチパーテイ通

信も実現可能である.

。}会議サーピスを実行しながら，データベースの

検索を行なうような複数のタイプの異なるサー

ピスを同時に利用可能である.

(4)サーピス実施中にサーピス機能の追加/削除，

メンバの追加/退席，メディアの変更/追加

/削除等を行う場合でも.呼，パーテイ，コ

ネクションとのオーナを意識せずに希望する

メンパから制御可能である.

(5)定例会議のような予約型サービスと，必要に応

じて直ちに聞いたりする即時型サービスを同

時に実現可能である.

(6)テレピ電話など既存の個別サーピスとの相互通

信が可能である.

このような要求条件を満たすためには，利用す

る通信網，通信モードなどをどのように選択でき

るようにするかが問題になる.また，ネットワー

クのアクセス制御に当たっても.呼/パーティ/

コネクション制御をどのように管理するかが必要

になる.

このような問題点を解決するためにマルチメディ

ア・マルチユーザサーピスを実現可能にするサー

ピスアーキテクチャの構造をより高度にモデル化

する必要がある.そこで，本稿では別の機能モデ

ルに基づいてマルチメディアサーピスアーキテク

チャのモデル化を行う.

2.2 インテリジェントネットワーク

通信サーピスのカスタマイズ化や多様なサーピ

スの迅速な提供を可能にするネットワークとして，

別の検討が各機関で進められている13)

]TU-Tにおいては，第 l次勧告である

CS-l (Capability Sct 1)が標準化され， N-ISDNIPSTN 

を対象としたINアーキテクチャの基礎を確立した

が. B-ISDNを対象にしたものについては，まだ
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決まってないのが現状である.

以下.INアーキテクチャの概要およびそれに基

づいたマルチメディア・マルチユーザサーピスシ

ステムを実現するためのモデル化について簡単に

述べる.

INアーキテクチャは，基本呼.コネクション.

サービス制御(サービス論理)および関連データ

ごとに分離されており 高度なマルチメディア・

マルチユーザサーピスシステムを実現するための

フレームワークを与えることができる.このよう

なINのフレームワークに基づいてマルチメディア・

マルチユーザサーピスシステムを実現するための

モデルを構成すると図 lのようになる.

このモデルは.呼処理に関連する部門(8出 ic

Call Processing)とサーピス処理に関連する部門

(Servi回Logic)から構成される.

このうち，呼処理に関連する部門は，呼制御と

コネクション制御に注目してそれぞれの機能を定

義する.また，サービス処理に関連する機能は.

サーピス制御に関する機能とサーピス管理に関す

る機能からなる.このうちサーピス制御機能には，

呼処理を制御または変更することによって，呼に

サービス制御要素を付け加える機能.すなわち付

加サービス作成機能(SCF)などがある.このよう

な機能は，呼処理機能と相互作用を行う.

旬、IicoMan勾ement

ser前c8ωntrol

s・M伺Loo捻

======== 

SSF:Sor糊蜘刷t唱FLIICl岡 部 A : 加 畑 伽 制 勾 倒 陀

SCF:S圃畑co!官官.Funa同 船:畑聞C凶IIlIFE
SDF:句協同蜘FLIICl回 CC:CdC倒叫FE
SMF:SeMω陥n&国間制向ndicn A民 :At:t>>舗@鎚，orC剖叫FE
WSF:W帥抱削除Z紙同 N民;陶糊M由8GwrC酬刷陀

SCE医おMcoC樹脂1EnYIrOnr糊喧Fundion WI附 .FEI11I副首制 FIJId加祖国臼1.，.

図lマルチメディア・マルチユーザサービス

実現機能モデJレ
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2.3 マルチメディアサービスアーキテクチャ

マルチメテデ.イアサ一ピスア一キテクチヤのモデ

Jルレに閲する規定の椋準化作業lはま11汀T抗1)-'司Tで進められ

ており 14り.5へs
化作業についてlは立SGl日3で検討されている.ここ

では，一般のマルチメディアサーピスを記述する

ためにサービスとサービスコンポーネントの2階

層からなる構造を規定し，さらに，サービスの動

的な記述のためのいくつかの制御要素を規定して

いる.

しかし，現在のところこのモデルにおいて呼，

コネクション，メディアのレベルの対応関係が明

確に定められていない.すなわち，呼制御とコネ

クション制御の分離について明確に規定しておら

ず，サーピス制御要素の使用法についても明確で

ない.また，いくつかのサーピスを組み合わせて

同時に使ったり.複数のサービスを切り普えて使

用するなどの統合化のイメージがないので，個別

サービスしか規定できない.従ってこれらの場合

には，複数の呼でサーピスする必要があるという

問題点がある.

そこで.本稿では町の概念モデルに基づいて呼

制御とコネクション制御を明確に分離したアーキ

テクチャを考える.また，いくつかのサーピスを

組み合わせて同時に使う統合化の概念を取り入れ

る.

図2は.そのような概念を取り入れたマルチメ

ディアサービスアーキテクチャの構造である.こ

こでは，関連するエリアを“プレーン(plane)" と

して表している.各プレーンは異なる観点による

マルチメディアサーピスアーキテクチャをそれぞ

れ具体化したものである.すなわち，ユーザがい

くつかのサーピスを組み合わせてアプリケーショ

ンを要求するサービスユーザプレーンと，それに

基づいて呼制御を行うシステムプレーン.コネク

ション制御を行う分散コンポーネントプレーンお

よび物理プレーンからなる.

以下，そのような各プレーンにおける機能につ

いて簡単に述べる.

(1)サービスユーザプレーン

このプレーンは.ユーザが利用するアプリケー

ションをサーピスで表すユーザ指向の観点に基づ

いている.ここでアプリケーションというのは.

ユーザまたはネットワーク運営者が定義するもの

とする.また，サーピスはf也のアプリケーション

を定義するために再利用可能なオブジェクトであ

る.このサーピスには，例えば以下のようなもの



がある.

・確立モードサービス:アプリケーションがい

つも定例に行われる国定型か，予約型か，または

臨時的に行われる即時型かを擁立するサーピス

-オペレーションサーピス:アプリケーション

を運用・保守するためのサーピス

・付加サーピス:基本サーピスにサーピス論理

を付け加えることにより起動されるサーピス

-アクセスサーピス:アプリケーションをアク

セスするためのサーピス

サーピスユーザプレーンにおいて，アプリケー

ション(A)はサーピスの組み合わせで表すことが

できる.

A={5 ，， 00.  5 J• …5 n} 

(2)システムブレーン

このプレーンは.サービスユーザプレーンで定

義されたアプリケーションをインプリメントする

という観点で.ネットワークを1つの仮想的なエ

ンテイティとして考える.

まず.アプリケーションを構成するサーピスを

インプリメントするために基本呼処理(BCP:B国 ic

Call Processing)が起動される.そして，この基本

呼処理によってサーピス定義に必要なサービスタ

スク(ST:Service Task)が起動される.従ってここ

では.以下のようなマルチメディアサーピス処理

Appllc.Uon・ A再掛目11.網 " 

，悼:円、 f.::'，;.・ 5想、

『宗ヲ可想問:C-:i~1 ・・・ ~予報脅常貯~司

、正s:二t、・E耐叫蝿肌川崎 、必三J

る~
p・4噌唱ICALPLANE

マルチメディアサーピスアーキテクチャ

のためのタスクがあり，その他にもサーピス管理

のためのタスクなどを定義しなければならない.

・通信の対称性ST:アプリケーションが双方向

の会線型か片方向の分配型かを定義するタス

ク.

・接続形態ST:接続形態(P-P，P-MP， MP-P， 

MP-MP)を定義するタスク.

-情報フロー制御ST:情報フロー制御源がソー

スかシンクかを定義するタスク.

(3)分散コンポーネントブレーン

このプレーンは.論理的分散の観点に基づき，

サーピスコンポーネント(SC:Service Component) 

とそれらの聞の関係でサーピスネットワーク構造

を表している.

このようなサーピスコンポーネントには，オー

デイオやデータ，ピデオなどメディアを表す情報

のタイプσ'ype:Infonnation Type)とそれらの情報

の表現や伝送.アクセスなどを表す機能(F:

Function)で構成される.従って. SCは以下のよ

うに定義される.

5C 1= (Type 1 • Fj) 

(4)物理ブレーン

システムやプロトコルのような物理的な而を考

慮しているプレーンであり，物理エンティテイ

(PE: Physical Entity)とそれらの聞のプロトコルを

表している.

次に，このような構造に基づいて様々なマルチ

メディア・マルチユーザアプリケーションに対す

る基本的で一般的な通信サービスを定殺する.サー

ピスは.現在存在するアプリケーションや将来実

現できるアプリケーションをサポートしなければ

ならず.また多数の可能なアプリケーションに共

通な機能を含まなければならない.このようなサー

ピスは.一般的概念に影響せずに拡張や変更する

ことが容易でなければならない.そこで.サーピ

スの定義は再利用可能なコンポーネントの集合と

して構成される.

I定輯 1]サービス (5) 

51=RJ{5C 11'…5Cρ 

サービスは，サーピスコンポーネント (SCj)と呼

ばれる要素の集合として定義し，それらの聞には

メディア間の関係R(Relation)が存在する.

口
以下3寧では，このような定義に基づいてユー

ザの要求条件を満たすようなマルチメディア通信

サーピスの実現モヂJレについて検討し， INに基づ
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いた高度なB-ISDN呼モデルを提案する.

3.高度な通信サービスの実現モデル

現在.B・ISDNの呼モデルに閲する研究が活発

に行われている [6，8，10川.その中で.EXPANCE呼

モデル聞は呼内で各ユーザのローカ Jレピューを反

映している句で，ある呼に対して各ユーザは異な

る観点を持つことができるというメリットがある

が，呼の明確なグローパルピューが存在しないと

いう欠点、がある.また. [10J. [11]では特に呼モ

デルにおいてコネクションに注目している.これ

らにおいては，実際にメディアをどのように表し

て，どのように制御するかについては述べていな

い.これらのモデルにおけるコネクションという

のは.メディアを支援するだけである.

以下では，前章で述べたマルチメディア・マル

チユーザサーピスの要求条件を満たすための高度

な呼モデルの設計を行う.そのために.まず.マ

ルチメディア通信サーピスの呼モデルを設計する

ための要求条件をまとめる.そして，そのような

要求条件を満たす呼モデルを提案する.

3.1 高度な呼モデルに対する要求条件

一般の基本呼処理機能とは，ユーザ聞の情報を

伝送するためにコネクションリソースを割り当て

ることである.そのような機能には，サーピス成

分の割当，解除だけではなく.呼の設定，切り離

し手続きなども含んでいる.

現在，闘のCS-Iの呼モデルでポイントツーポイ

ントコネクションタイプの制御については標準化

が完了している.しかし，このような呼モデルを

車接広帯域サーピス制御に適用するのは困難であ

る.すなわち，メディアによって帯域，情報量が

変わるからである.また，接続方法にも一対ーだ

けではなく.マルチポイント接続を伴うサーピス

が増えている.また，通常のマルチメディアサー

ピスに対して.各ユーザごとに多量仮想チャネル

が割り当てられるので，柔軟な仮想チャネルが制

御可能なコネクションモデルを提供しなければな

らない.従って.マルチメディアサーピスに対す

るコネクションモデルは.様々なコネクションタ

イプを統一的な方法で制御支綾するように股肘し

なければならない.

ここでは，そのような呼モデルを定義するため

にまず，マルチメディア・マルチユーザアプリケー

ションを支援する呼モデルに対する要求をまとめ
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る.

・単一の呼に対して，複数のメディアや複数のユー

ザを含むようにする.

・ユーザとメディア聞の関係を明織に示すように

する.

・メディアの情報の表現は，各ユーザが個別に制

御するようにする.例えば，ピデオ会議で.

各ユーザは他のユーザに対する自分自身の観

点を持つことができる.

・マルチメディア・マルチユーザアプリケーショ

ンで，メディア聞の関係が存在するようにす

る.例えば，オーデイオとビデオチャネJレは

同期しなければならない.

・ユーザはある制限に対して柔軟に動的に付け加

えたり，移動したりすることができるように

する.

・各ユーザは，呼を制御するための様々な制御梅

を得ることができる.また，このような制御

植は，いくつかの呼の聞で動的に変化する.

そこで，一番妥当な制御植を持つユーザだけ

が呼を制御することができるようにする.

3.2 オブジヱツト指向呼モデル

ここでは，以上で述べたマルチメディア・マル

チユーザアプリケーションを支援するための要求

条件を満たす高度な呼モデルの設計について検討

する.ここで，高度な呼モデルというのは.呼の

設定，切り離しだけではなく，そのモデルの上で

サーピス制御を動的に行うことができるモデルを

意味する.

本稿ではコネクションおよび特にメディアに注

目して呼モデルを定按する.ここでメディアとは，

[11]におけるコネクションとは抽象度のレベルが

異なる.すなわち.メディア聞の同期やメディア

聞の関係のような高度なレイヤを表す.

そのような呼モデルの設計は.オプジェクト指

向アプローチに基づいて行う.ここで，オブジェ

クトというは，ある呼の異なる面を表すために定

義されるものである.従ってオブジェクト指向呼

モデルは.圏3のようにいくつかのオプジェクト

とそれらの問の依存関係によって定義される.

以下，各オブジェクトについて簡単に説明する.

(1 )呼オブジェクト (CO: Call Object) 

ユーザからの要求に応じたサーピス提供者との

聞の情報の交換を定義するオブジェクトであり.

メディアオブジェクト(MO:M叫iaO吋ect)，関係オ

ブジェクト(RO:ReJationObj舵 0，アタッチオブジェ



BaslcCalS姐旬Moc刷

図3 オプジェクト指向呼モデル

クト(AO:Attachmenl Objecl)によって構成される.

(2)メディアオブジェクト (MO) 

サーピス提供者がユーザにメディアの機能を提

供するオブジェクトである.このオブジェクトは，

メディアのタイプとその機能を表すクラスを含ん

でいる.

(3)関係オブジエクト (RO)

2つ以上の異なるメディアによって情報を伝送

するとき，それらの関係を表すオブジェクトであ

る.

一つの呼の中に一つ以上のメディアが提供され

ると，メディア聞に相互関係が有りえる.例えば，

あるユーザが2つの異なるメディアによってある

人の音声とピデオイメージを伝送するとき，受信

者側では同期された情報を受け取ろうとする.そ

こで.情報ストリーム閑の同期がサーピス提供者

によって提供されなければならない.さらにある

情報古河也の情報と融合されても，時間関係は維持

されるべきである.そのような関係を表すのが

ROである.従って，このROはどのメディアがど

ういう関係によってお互いに関連づけられるかを

表している.

(4)アタッチオブジヱクト (AO) 

あるユーザにあるメディアを関連づけるオブ

ジェクトであり.各ユーザにメディアをどのよう

にアタッチするかを表している.通常，メディア

は3つの異なる方法(ln.OUl. InOut)でアタッチさ

れる.ここで. Inはメディアに情報を伝送する能

力， Out はメディアから情報を受け取る能力，

InOutは両方の能力を意味する.

以上で述べたように，ここで検討された呼モデ

ルでは，オブジェクト指向に基づいていくつかの

オブジェクトを定義した.このようなオブジェク

ト問には依存関係が存在する.すなわち，あるオ

プジェクトの具体化は他のオブジェクトの具体化

に影響する.このような依存関係は. 2つ以上の

メディアが関係(R)によって関連付けられるとき

に存在する.その時メディア自体は.佑{f.オブジェ

クトである.ここで，メディアの具体化というの

は，少なくとも一人のユーザがそのメディアにア

タッチされていることを言う.

また，このようなモデルにおける呼というのは.

サーピスユーザとサーピス提供者の聞の動的割当

として定義する.すなわち，ユーザは将に追加や

退席を要求することができる.メディアも同様に

呼に追加されたり呼から削除される.従って.サー

ピスユーザにおける要求情報の表現は一定ではな

い.このようにユーザが呼の動的振る舞いを制御

可能にするために，表lで示すようなサーピス制

御要素を与える.

以下では，このような呼モデルの上でユーザが

サーピス制胸をどのように行うかについて述べる.

まず.各ユーザにおけるサーピス要求表現法およ

びそれに基づいた呼モデルにおける全体の呼の状

態記述法を与える.

呼モデルで，各ユーザはサーピス提供を要求す

るとき，各メディアに対する要求を表現する必要

がある.そのような表現法は，次のようになる.

0= (u I i， s， Acc ) 

where， A∞ U {medium，direction} 

ここで.u (username)はそのサーピスに参加す

るユーザの名前，j (indi伺 tion)は端末のアドレス

のようなユーザの位置.S (8凶 e)はユーザの状態，

Acc (Access m池}はユーザがサーピス提供者であ

表1 サーピス制御要素

項目 内容

CaI1 Establish 
ユーザからのサーピスの

開始要求による呼の確立

Call Release 
ユーザからのサーピスの

終了要求による呼の終了

ん剖 User 他ユーザの追加

RemoveUscr メンバの退席

AddMedia メディアの追加

Remove Media メディアの削除

Attach Mcdia ユーザへのメディアのアタッチ

Delach Media ユーザからのメディアのデタッチ

-240-



るネットワークに対して要求するアクセスモード

を表す.

各ユーザの状態が以上のような表現法で表され

ると，呼モデJレにおける全体の呼の状態はそのサー

ビスに参加するすべてのユーザの表現の組み合わ

せで表すことができる.すなわち，呼に対するユー

ザのローカルビューだけではなく，呼の明確なグ

ローパルピューを示す状態モデルを表すことがで

きる.そこでそのような呼の状態モデルを

BNF(B配k山崎urFonn)記法を用いて以下のように

定義する.

【定義 2)呼の状態モデル (Cs)

Cs := (D r I ~ 

D:= (U. 1. S. A，∞} 

U :=u 

S := lDLE I ACflVE 

Acc := [ (M， D)ド|ε

M := Voice I Video I Data 
D := 1n I Out I lnOut 

ここで， [x tl;txのl回以上の出現を表す.

4. 適用例
ロ

以上検討した呼モデルの一つの例として，図 4

のようなマルチメディア会議システムにおける呼

を考える.ここでは.ユーザAがユーザB.Cと会

議をしたいと思い，マルチメディア会様アプリケー

ションシステムを起動する.最初3人は，音声メ

ディアを処理するサーピスを起動してお互いに会

話を行う(CaJlEstablish). そこで.会話の途中で

ユーザAがユーザCに映像を送りたいと思い，片

方向ピデオ処理サーピスを起動する(Addn凶 ia)場

合を考える.さらに，ユーザDが会議の途中で参

加したいという要求を出した場合(AI.姐U問。，呼の

制御がどのように行われるのかについても考えて

みる.

このようなサーピスの要求をサーピスユーザ表

現法に基づいて表すと次のようになる.

①DA=((A. B. C). iA・idle.((Voice. InOut)A' (Voice. 

InUl.時以Voice.InOut)d ) 

@:>A=((A.C}， iA・active，{(Video. Out)"， (Video. In)c1 ) 
③Do=((A. B，C.D). i[)t idle， ((Voice.lnOut)A，. (Voice. 

InOut)o.(Voice. InOut)c， (Voice， InOut)o) ) 

ここで，①はユーザAがユーザB，Cとのサービ

ス開始要求を表す呼の設定を行うのと同時に音声

メディアを双方向にアタッチするという要求を表
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図5 マルチメディア会議呼

している.②はユーザAがユーザCへのビデオメ

ディアを追加する要求を，また③はユーザDがこ

の会議に参加したいという要求をそれぞれ表して

いる.

また，図3の呼モデルに従ったマルチメディア

会議呼は図5のようになる.この呼には3人のユー

ザが含まれている.そこには. 3人すべてのユー

ザにアタッチされている一つの双方向の

sUx剖・voiceメディアオブジェクトがある.また，

二人のユーザにアタッチされている片方向ピデオ

メディアオプジェクトがある.さらにこのような

2つのメディアを同期するための袈求は，同期関

係を表す同期(synch)オプジェクトによって表現さ

れる.

さらに，このような呼について.サービス制御

要素を用いてそのシナリオを表すと図6のように

なる.これは.各ユーザが要求するサービス制御

要素をどのように確立するかを時間的順序関係と

して示したものである.ここで.フェーズ1が上

官却の呼設定と(音尚メディアの迫力i拠理過程，

フェーズ2が上記②の(ピデオ)メディアの追加

処理過程，またフェーズ3が上記③のユーザの追

加過程を表している.
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図6 マルチメディア会践呼シナリオ

5. まとめ

高速通信網の構築に伴い，その上で実現可能な

マルチメディア通信サーピスの高度化について検

討を行った.特にそれらを実現するためのサービ

ス制御方式について考察した.ここでは，サーピ

スの高度化に伴い複雑になる通信サーピスを利用

しやすく実現するため， INに基づいた高度なサー

ピス制御を行うための呼モデルを提案した.この

モデルでは，ユーザが呼の動的振る舞いを制御可

能となり，呼の全体の状態モデルを明確に示すこ

とができる.

今後は，このような呼モデルの上で高度なサー

ビス制御を実現するサービス制御記述法について

検討する予定である.このようなサーピス制御記

述法により，動的なサービス制御要素をより正確

で検証しやすい形式的な言語で記述するこができ

るものと期待される.
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